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北大水産業報
27(2)， 71-77. 1976. 

北海道噴火湾における北方外洋性横脚類 Eo何 lan削 bongiibongii Johnson 

の個体群構造の季節的推移*

正**

Seasonal Change of Population Structure of a Boreal Oceanic 

Copepod， Eucalanos bongii bongii Johnson in Funka 
Bay， Hokkaido， Japan市

和l
 
i
 

''a' 
平

Kazumasa IIIRAKA WA紳

In the pre節目paperthe 1ぜecycle of E.叫ωlan制加叫gii胸骨giiwith the change 
of i加 populωionstructure in Funk品 Bayis discu随ed.
The species m乱句rialswere collecOOd from Funka B乱ywith two kinds of 
Norp品目 n的 whichhad 0.33 mm or 0.10 mm mesh size from August 1974色oAugus色
1975. 
The peak of popu!aもionofぬお sped倒 occurred泊 June，but iむdecreωed
rapidly ill. July. Afl句rthen， it disappe晶redentirely in all are鍋 ofthe b可
iu November， and al回抗 themouth par色ofthe bay until coming February. The 
patOOrn of abund岨 ω 晶nddi脚 ibutionof this自:peciωobservedin Augus色wasthe 
same every 

sωg白日 IV.Vdeveloped from August 初 earlyOctober and they 
disappeared in November.' On もheoth白11'hand， the fir四色 nauplii 品，ppearedin 
April. The mode of each stage given as individual numbers shif飴dBuccessively 
from the copepodi旬日ぬge1 in May to自旬ge11 in J une，もostages III.IV in 
July 晶ndstages IV.V in August. The age di自色ributionobserved in Au♂1St w輔
副mo酌 thesame every year. In other words， our considerωions leadもothe 
ωnclusion that E. bungii加吋iiis unable to fini品 itslife cycle in Funk晶 B晶，y.
From the occurrence of fertilized eggs in adult female自andof nauplius individuals 
in spring， the reproduction of this species will be ca町iedout in the spr泊gseωon
when the Ovωhio w晶OOrflows in岨 ds旬.gnatω 泊 theb晶，y.

Abstract 

G 

言

Eucala加 sb叫ngiibungiiは親潮水域に豊富に分布する大型動物プランクト γの一種であり，本種

が北方回瀞性魚、族の餌料として重要である事実は既に知られているりの8300箕田り及び平JII・川村6)

によれば，噴火湾では植物プランクトン春季増殖後に於て動物プランクトン生物量の重要な構成種と

なるのがまた本種である。そこで本研究は噴火湾における E.伽ngii伽ngiiの生活環を把握するため

に本種の個体群構造の推移を追求したものである。

緒

*昭和51年度日本海洋学会春季大会で講演発表
紳北海道大学水産学部浮滋生物学講座 (Pla叫伽 Laboratorll'Faculty 01 Fiaker陶 ，Hokka仙
U鈍ぬeraity)
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材料及び方法

研究材料の採集には口径 45cm，漉過部の側長 180cm，網目の大きさ 0.33mmのノルパックネット

と網目 0.1mm同型ネットとの2箇を使用した。採集時期は1974年8月-'75年8月迄で，採集方法

は図 1及び表1に示す計 11地点に於て， 10分間表層水平曳き或いは海底近くから表面迄の垂直曳き

によった。採集された標本は船上で直ちに 1096中性ホルマリン海水で固定され，後日の検鏡まで保

存された。なお，垂直曳きの場合，ネットロ部に漏水計を装着し滅過水量を計った。しかし，水平曳

きではこの方法をとらなかったので網の減過率を 10096とした。
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また，本種成体雌の体内卵について，

包埋切片によりへマトキシリン・エオ

シンの二重染色を行い，受精卵と未受

精卵との識別をして産卵期を推定する

手段とした。

結果及び考察

Fig. 1. Map showing sampling stations in Funk晶
Bay. 

図2は網目 O.33mmのノルパック

ネットによって採集された E.bungii 
bungii個体群のノ{プリウスから成体

雌雄を含めた出現個体数 (No./m3)に

ついて 1年聞にわたる時空間的変動を

示したものである。 1974年8月に本種

個体群は湾内部で湾外部及び湾口部よ

りも比較的多量に出現しており，更に

9月-10月初めにかけては湾奥部に残

存する傾向にあるが， 11月下旬になる

と金地点で消失してしまう。 '75年1

月には本種個体群は湾口部 st.Aにお

いて未だ出現していないが， 2月-3

月になると，湾外部或いは湾口部のst.

Aで，極めて少量であるが出現し始め

T品ble1. 8，αmpl仇gsωtio附仇 F蜘 kaBay from A吋削t
1974め Aug別 t1975. 
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平川I: Eucalanus僧体群の季節的推移
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Fig. 2. Total population numbers (per m3) of all nauplii and copepodids of E.加吋ii
bungii collected with a Norpac net (mesh size， 0.33 mm) in Funk晶Bay企omAugu前
1974 to Au♂1st 1975. 

る。 4月-5月にはst.Aではその個体数は50個体1m3程度に増加する。更に 6月になると，湾

外部st.6及び湾口部st.17での個体数はst.Aでの前月のそれと比較して急激に増加し. 230個体

1m3程度になって優占する。しかし.7月になると，個体数は急激に減少し，湾口部付近では本種は
優占を他種Calanuspacがcus，Paracalanus parvus等にゆずる。 8月になると，本種の個体群は湾

内部で湾外部及び湾口部よりも比較的多量に出現する。これは '74年8月に観察されたと類似の分布

パタ{ンである。

次に図2に示した E.品担Igiibungii個体群について.湾外部，湾口部及び湾内部の3水域において

発育段階別に出現個体数の時間的変化を示したのが図3である。 1974年8月及び9月上旬では本種の

個体群は全水域を通じコペポダイト III-V期の幼体によって占められているが， 8月から 10月初旬

の期間は (10月初めの湾口部を除く)，発育段階別にみた幼体群のピークは N 期から V期へと移る。

ところで11月になると，これら後期コベポダイト群は全水域から消失してしまう。そして湾口部で

は'75年2月迄出現しない。 2月中旬になると湾外部での採集標本にコペポダイト III-V期の幼体

群及び成体(雌雄)群が観察されるようになり，また. 4月になると，湾口部でノ，ープリウス期の幼

体群が出現する。 5月に至り，この幼体群の発育段階のピークはコペポダイト I期となり. 6月には

同II期(本種個体群全体の 36.9-48.1%を占める)へと移行する。また. 6月になると個体群の組

成は各水域でほとんど差がなくなる。 7月には全水域を通じコベポダイト III期乃至 IV期の幼体群

(III期ー51.3-69.9%，IV期ー58.3-93.8%)が優占して出現する。さらに 8月になると，幼体群

の発育段階によるピークは7月に観察されたコペポダイト III乃至 IV期から IV期乃至V期へと移

行する。そして，この本種個体群の組成は湾口部を除く湾外部及び湾内部の水域において '74年8月

にみられた組成とほぼ一致する。

以上に述べたように幼体群を構成するモードは月を経て次第にあとのステージに移行することが明

らかになった。そこで '75年4月-8月迄と '74年8月-11月迄との各期間に於ける本種個体群構造

をつないで，その推移をみると，噴火湾に於ては春季に1醇化したE.bungii bungiiのノープリウス群
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平川 Eucalanus個体群の季節的推移

が夏季~秋季にコベポダイト V期迄に成

長する。しかし， この幼体群は本湾に於

て越冬する群とならず消失してしまうこ

とが明らかである。

本湾では '74年 8月及び '75年 7月

-8月には本種のノ{プリウス群は全く

出現していない。 このことは夏季に噴火

湾で本種の産卵が行なわれていないこと

を示唆するものであり， ベーリング海で

は6月-9月の期聞を産卵期とするこ

とηB)リと異なる。噴火湾に於て7月-8

月にノープリウス群が出現しないことは

上述のとおりであるが， この理由は湾内

にあって産卵群を形成する後期コベポダ

イト群の大部分は夏季~秋季に湾内へ流

入して来る津軽暖流水と入れ替りに1り，

湾外に流出する湾内水によって外部へ運

び出されてしまうことによると考えられ

る。

'75年4月-6月の湾口部及び湾内部

でのノノレパックネット(網目の大きさ 0.1

mm)採集によるノープリウス群の組成を

みると(図4)，ノープリウス III期 -VI

期が出現し，その主要群は全期聞を通じ

てV期及び VI期のものである(全ノー

プリウス個体数に対する割合， 4月-94.7 

%， 5月一61.8%， 6月 -69.4%)0 この

At tht> mouth 

50 
23. Apr. 1975 

N"76 

。

3叩 23.May 
t..I~r::/.1. c 

曲
u 

EL-L u • 

。 、、
50-1 、、
N=244 

。! o
I 11 111 IV V VI I 11 III IV V VI 

Nauplius stages 

Fig. 4. Age distribution (percentage of the to切l
number of individuals of the nauplii) of 
naupliar E. bu叫g“bungiipopulation coIlect 
ed with乱 Norpacnet (mesh siz夙 0.10
mm) in Funka Bay from April to June， 
1975. 

後期ノープリウス群が湾口から湾内部に於て長期間にわたって出現することはE.bungii bungii雌の

産卵が可成長い期間にわたって行なわれるのであろうことを示唆している。親潮系水は3月-4月に

湾内へ流入し始め，約2ヶ月聞を要し滞留する 11)。おそらくノープリウス群はこの流入~滞留期迄の

期間中に発育し.成長するのであろう。さらに，滞留期初期の6月に湾口部の st.17から採集された

成体雌の体内卵に受精卵が観察されたことから(図 5-Aおよび B)，噴火湾に於ては春季に本種の再

生産が当然行われるものと考えられる。噴火湾に於て E.bungii bungiiが主要動物プランクトンの位

置を占めるのは本種の生物的条件と本湾の海洋条件との同時性によって起きるものであろう。

]975年に湾口部において本種のノープリウス群が最初に出現したのは植物プランクトンの春季大増

殖のあった後に当る 12)。この植物プランクトンの大増殖時期とノープリウス群の出現時期との聞には

時間的ずれが存在するので，これらノープリウス群はその後の発育・成長の為に餌料として珪藻類以

外に量的に多い鞭毛藻類 (Ceratiumおよび Peridinium等)13)14) に依存しなければならないことに

なる。これら鞭毛藻類の餌生物としての重要』性については今後，飼育実験により検討しなければなら

ない。
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Fig. 5. Variolls Sもagesofもheeggs inside the body of adlllt female E. bungii buηg叫. A. 

Cross section of the body. x 60 B. Cross section of the body. x 400 oy: OV削'y
eg: egg ot: oviduct yk: yolk 

要約

1) 噴火湾では Euca[川 t川 bUllgiibUllgiiは他物プランクト ンが春季増殖を終えた後に増加し，年

聞での最大となる。

2) 本種のノ ープ リウ九群は4月-6月までの比較的長期間にわたり出現した。 しかし，夏季にな

ると全く 出現しなくなる。
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平川 Eucalanus個体群の季節的推移

3) 4月-6月のノープリウス群は8月 -10月の期間にコベポダイト V期までに発育・成長する。

4) 以上のように本種の生活環の主要部分が明らかにされた。

5) 春季の噴火湾に於て雌の体内卵に受精卵が観察された。このことから，本種が春季に湾内で再

生産を行うことが明らかとなった。

本稿を終るにあたり本研究に際して懇切な御指導と校閲を賜った北海道大学水産学部川村輝良教授

並びに御助言及び御助力を頂いた同学部助教授箕田嵩博士と志賀直信助手に謝意を表する。
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